














 

ヒト初乳中の各種免疫グロブリンおよび補体成分を定量し,その意義について

若干の検討を行なった。 

<方法> 

分娩後 1 週間以内の初乳 102 検体を採取し,30,000 回転 1 時間の超遠心後脂肪

層を除去し,乳清部分を使用した。IgG,IgA,IgM,β1,C/β1,Aβ1E および

C3-activator の定量は sing1e radial immunodiffusion 法によった。IgE の測

定は,radioirmmunosorbent test(RIST)で行った。分泌液を RIST で測定する場

合には,その assay に種々の因子の影曾が考えられるため,immunoadsorbent に

よる IgE の吸収試験を行った。 


